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再
々
々
、
二
宮
神
社
の
算
額 

 
 

（
二
問
目
の
類
似
問
題
と
同
等
問
題
） 

 
 

（
一
）
二
問
目
の
疑
問 

 

二
問
目
を
解
く
と
直
角
三
角
形
の
各
辺
や
方
面
、

円
径
は
き
れ
い
な
整
数
に
な
り
、
中
鈎
や
長
弦
も
小

数
点
以
下
一
桁
で
終
わ
る
数
字
で
す
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
実
際
は
試
行
錯
誤
し
て
鈎
・
弦
・
股
を
決

め
て
お
い
て
か
ら
問
文
の
条
件
を
作
っ
た
よ
う
に
も

思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
を
作
成
し
た
の

は
そ
れ
以
前
の
同
様
な
問
題
を
参
考
に
し
た
の
で
は

な
い
か
と
の
思
い
も
湧
い
て
き
ま
す
。
少
し
過
去
の

問
題
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。 

 

（
二
）
類
似
問
題 

「
遺
題
継
承
」
は
「
算
額
奉
納
の
習
慣
」
と
と
も

に
、
和
算
が
発
達
し
た
理
由
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

『
算
法
根
源
記
』
の
遺
題
の
中
に
二
宮
神
社
の
二

問
目
の
図
形
と
同
じ
も
の
が
あ
り
、『
古
今
算
法
記
』

や
『
和
漢
算
法
』
は
遺
題
継
承
で
こ
の
問
題
を
解
い

て
い
ま
す
。
但
し
、
二
宮
神
社
の
二
問
目
と
は
問
い

か
け
の
条
件
（
問
文
）
が
異
な
り
ま
す
。
条
件
は
中

鈎
と
円
径
の
差
、
及
び
円
径
と
方
面
の
差
を
与
え
る

も
の
で
、
そ
の
条
件
で
各
辺
や
円
の
直
径
を
求
め
る

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

『
算
法
根
源
記
』（
佐
藤
正
興
、
寛
文
九
年(

一
六

六
九)

刊
、
全
三
巻
）
は
、
著
名
な
『
算
法
闕
疑
抄
』

（
磯
村
吉
徳
、
万
治
二
年(

一
六
五
九)

）
な
ど
の
遺

題
二
百
問

の
解
答
と

佐
藤
自
身

に
よ
る
遺

題
百
五
十

問
を
記
し

た
も
の
か

ら
成
り
ま

す
。
こ
の

遺
題
百
五

十
問
の
内
、

七
十
八
～

八
十
二
問

目
は
直
角

三
角
形
内

に
円
と
正
方
形
が
内
接
し
た
も
の
で
、
特
に
八
十
一

問
目
は
中
鈎
も
引
か
れ
て
い
て
二
宮
神
社
の
二
問
目

と
同
じ
図
形
で
す
。『
古
今
算
法
記
』（
沢
口
一
之
、

寛
文
十
一
年(

一
六
七
一)

）
は
『
算
法
根
源
記
』
の

遺
題
を
解
き
、
ま
た
『
和
漢
算
法
』（
宮
城
清
行
、
元

禄
八
年(

一
六
九
五)

）
は
『
算
法
根
源
記
』
と
『
古

今
算
法
記
』
の
遺
題
を
解
い
て
い
ま
す
。 
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（
三
）
同
等
問
題 

二
宮
神
社
の
二
問
目
と
同
等
の
も
の
が
『
数
学
乗

除
往
来
』
の
遺
題
に
あ
り
、『
研
幾
算
法
』
で
そ
の
遺

題
を
解
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
但
し
、

『
数
学
乗
除
往
来
』
の
遺
題
の
問
文
の
条
件
は
二
宮

神
社
の
も
の
と
は
異
な
る
数
値
で
あ
り
、
ま
た
『
研

幾
算
法
』
の
そ
れ
は
具
体
的
な
数
値
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
『
研
幾
算
法
』
の
解
き
方
は
二
宮
神
社

の
も
の
と
基
本
的
に
同
じ
で
す
が
導
く
順
番
は
同
じ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

『
数
学
乗
除
往
来
』（
池
田
昌
意
、
延
宝
二
年(

一

六
七
四)

刊
）
に
は
、
算
木
の
計
算
方
法
な
ど
の
説
明

と
と
も
に
遺
題
四
十
九
問
が
出
題
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
十
六
問
目
が
二
宮
神
社
の
二
問
目
と
同
等
の
も

の
で
す
。『
研
幾
算
法
』（
建
部
賢
弘
、
天
和
三
年(

一

六
八
三)

刊
）
は
『
数
学
乗
除
往
来
』
の
遺
題
四
十
九

問
を
解
い
て
い
ま
す
が
、
和
算
の
歴
史
上
い
わ
く
の

あ
る
も
の
で
す
。 

建
部
賢
弘
は
関
孝
和
の
高
弟
で
和
算
上
大
き
な

実
績
も
あ
る
人
物
で
す
。建
部
が
こ
の『
研
幾
算
法
』

を
刊
行
し
た
の
は
、
遺
題
を
解
い
た
だ
け
で
な
く
佐

治
一
平
の
『
算
法
入
門
』（
延
宝
八
年(

一
六
八
〇)

）

を
批
判
し
た
も
の
と
い
わ
れ
ま
す
。『
算
法
入
門
』
は

『
数
学
乗
除
往
来
』の
解
答
を
与
え
た
も
の
で
す
が
、

一
方
で
関
孝
和
の
著
名
な
『
発
微
算
法
』（
延
宝
二
年

(

一
六
七
四)

刊
）
の
解
法
を
間
違
っ
て
い
る
と
批
判

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
批
判
は
関
の
数
学
を

理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
誤
解
で
し
た
。
建

部
は
こ
の
批
判
に
よ
る
汚
名
を
雪
ぐ
た
め
に
『
研
幾

算
法
』
を
発
行
し
ま
し
た
。
建
部
二
十
歳
前
後
の
と

き
で
す
。『
算
法
入
門
』
こ
そ
間
違
い
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
た
め
に
、
建
部
も
『
数
学
乗
除
往
来
』
の

遺
題
を
解
い
た
と
い
う
訳
で
す
。 

た
だ
、『
研
幾
算
法
』
は
最
終
的

な
解
を
得
る
た
め
の
方
程
式
の
み
示

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
こ
に
至
る

ま
で
の
式
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
点
に
つ
い
て
建
部
は
後
に
『
発

微
算
法
演
段
諺
解
』（
貞
享
二
年(

一

六
八
五)

刊
）
の
中
で
「
そ
こ
に
至
る

ま
で
」
も
含
め
て
詳
し
く
解
説
し
ま

し
た
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
実

際
調
べ
る
と
そ
れ
は
十
五
問
目
ま
で

で
、
十
六
問
目
の
詳
細
解
は
載
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

『
数
学
乗
除
往
来
』
の
当
該
遺
題
の
問
文
は
次
の
よ 

う
な
も
の
で
す
（
下
図
参
照
）。 

「
今
有
勾
股
弦
只
云
股
寸
ト
長
弦
寸
和 

二
尺
五
寸
二
分
勾
ト
方
面
ト
円
径
ト
和
而 

二
尺
三
寸
五
分
問
股
ト
方
面
ト
円
径
」 

          
  『和漢算法』（筆者蔵） 

 この問題を解く場合、第 55 号（４／４）の 

解き方がそのまま適用できます。 

 𝑥 + 𝑔 = 25.2＝𝐴  , 𝑎 + 𝑑 + 𝑒 = 23.5 = 𝐵 

です。 

この𝐴 , 𝐵 を第 55 号の①式に適用し𝐴 = 25.2  

 , 𝐵＝23.5 を代入して、②に相当する次式を得 

ます。 

𝑥 = 14 及び 15.5754 ⋯が得られます。 

直角の頂点から弦に垂線を引いた交点で弦を

分割した長い方を長弦とし𝑔、円径を d、方面

を e、鈎を𝑎 、弦を𝑐 、股を𝑥 とすると問文は、 

 

 

 

 

『数学乗除往来』の 6次方程式はこのような 

形になります。なおこの式の解は次頁のグラフ 

のようになり、 

   𝑥6 − 313.3𝑥5 + 20180.8825𝑥4 

 −481088.538𝑥3 + 5310844.2828𝑥2 

       −31890794.3424𝑥 

            + 111354530.7168 = 0 

『数学乗除往来』 
（東北大学ﾃﾞｼﾞﾀﾙ 
ｺﾚｸｼｮﾝより） 
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次
に『
研
幾
算
法
』

に
あ
る
十
六
問
目
の

内
容
を
、
二
宮
神
社

の
も
の
と
対
比
で
き

る
よ
う
に
示
し
ま
す
。 

ゴ
シ
ッ
ク
の
文
字
が

『
研
幾
算
法
』
の
も

の
で
す
。 

 

『
数
学
乗
除
往
来
』
の
遺
題
の
問
文
に
あ
る
条
件

の
数
字
（
定
数
）
は
、『
研
幾
算
法
』
の
問
文
で
は
消

え
て
「
若
干
」
と
あ
る
の
み
で
す
。
従
っ
て
具
体
的

な
数
値
計
算
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
研
幾
算
法
』
の
解
読

を
示
し
ま
す
。 

 

勾
股
弦
（
直
角
三
角
形
）
内
に
方
（
正
方
形
）

と
円
が
あ
る
。
只
云
（
第
一
条
件
）
は
股
と
長

弦
の
和
が
若
干
、
又
云
（
第
二
条
件
）
は
勾
と

円
径
と
方
面
の
和
が
若
干
。
股
・
円
径
・
方
面

は
幾
つ
か
。 

答
、
股
を
得
る
（
は
次
に
よ
る
） 

計
算
方
法
は
天
元
の
一
を
立
て
股
と
す
る
（
股

を
未
知
数
ｘ
と
す
る
）。（
股
を
）
以
て
先
（
只
）

云
の
数
か
ら
減
じ
余
り
を
長
弦
と
し
、こ
れ（
長

弦
）
を
二
乗
し
股
の
二
乗
か
ら
減
じ
中
股
（
中

勾
の
間
違
い
）
の
二
乗
と
し
て
保
存
す
る
。
○

股
と
長
弦
を
乗
じ
四
倍
し
、
又
云
の
数
と
長
弦

を
乗
じ
て
一
倍
し
股
の
二
乗
を
一
倍
し
て
併
せ

た
も
の
を
減
じ
た
余
り
を
二
乗
し
、
保
存
し
て

お
い
た
も
の
を
乗
じ
、
再
度
保
存
す
る
。
○
又

云
の
数
と
長
弦
の
二
乗
を
乗
じ
一
倍
す
る
。
股

の
二
乗
に
長
弦
を
乗
じ
一
倍
す
る
。
股
に
長
弦

の
二
乗
を
乗
じ
一
倍
す
る
。
こ
の
三
つ
を
加
え

た
も
の
か
ら
股
の
三
乗
の
二
倍
を
減
じ
、
そ
の

余
り
を
二
乗
し
た
数
と
保
存
し
て
お
い
た
も
の

と
相
消
し
（
引
き
算
し
て
）
開
方
式
を
得
、
五

乗
方
（
六
次
）（
の
飜
法
）
に
こ
れ
を
開
い
て
股

を
得
る
。
そ
し
て
円
径
・
方
面
も
得
て
各
問
に

合
う
。 

 

術
文
は
途
中
か
ら
二
宮
神
社
の
も
の
と
異
な
る
演

算
を
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。
し
か
し
、
演
算

の
順
序
が
少
し
異
な
る
だ
け
で
、
結
果
的
に
は
同
じ

演
算
を
し
て
い
る
こ
と
が
、
第
17
号
（
４
／
４
）
の

計
算
式
と
、
次
の
解
読
結
果
の
式
を
を
比
べ
る
と
わ

か
り
ま
す
。 

 

今
有
鈎
股
弦
只
云
股
與
長
弦
和
二
百
零
一
寸
六
分
又
云
鈎
圓
徑
方
靣
三
和
一
百
八
十
八
寸 

今
有
勾
股
内
方
圓
只
云
股
與
長
弦
和
若
干
又
云
勾
圓
徑
方
面
三
和
若
干 

 

問
各
幾
何 

○
答
曰
股
一
百
一
十
二
寸 

問
股
圓
徑
方
面
幾
何 

○
答
曰
得
股 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

術
曰
立
天
元
一
為
股
○
以
減
只
云
数
内
餘
為
長
弦
自
乗
之
以
減
股
冪
餘
為
中
鈎
冪 

術
曰
立
天
元
一
為
股 

以
減
先
云
数
餘
為
長
弦
自
之
得
数
以
減
股
冪
餘
為
中
股

（

注

）

冪 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
列
又
云
数
以
長
弦
冪
相
乗
段一
股
冪
長
弦
相
乗
段一
股
冪
長
弦
相
乗
段一
右
三
位
相
併 

寄
左
○
股
長
弦
相
乗
段四
内
併
減
又
云
数
長
弦
相
乗
段一
餘
自
之
以
寄
左
相
乗
再
寄 

 

得
内
減
股
再
乗
冪
段二
止
餘
自
乗
之
寄
左
〇
列
股
以
長
弦
相
乗
段四
内
減
併
減 

〇
又
云
数
長
弦
冪
相
乗
段一
股
冪
長
弦
相
乗
段一
股
長
弦
冪
相
乗
段一
右
三
位
相 

 

又
云
数
長
弦
相
乗
段一
股
冪
段一
餘
自
乗
之
以
中
鈎
冪
相
乗
之
與
寄
左
相
消 

併
共
得
内
減
股
再
自
乗
段二
餘
自
之
得
数
與
再
寄
相
消 

 

得
開
方
式
五
乗
方
飜
法
開
之
得
股
合
問 

得
開
方
式
五
乗
方
飜
法
開
之
得
股
推
前
術
得
圓
徑
方
面
各
合
問 
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つ
ま
り
、
二
宮
神
社
の
二

問
目
の
術
文
は
、『
研
幾
算
法
』

の
も
の
と
同
じ
で
、
二
宮
神

社
の
算
額
掲
額
は
寛
政
六
年

（
一
七
九
四
）
で
す
か
ら
、

凡
そ
百
十
年
前
に
す
で
に
同

じ
手
法
で
解
か
れ
て
い
た
問

題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
但
し
、
二
宮
神
社
の
算

額
の
掲
額
者
が『
研
幾
算
法
』

を
見
て
い
た
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。 

       

  

                      

     

問文は、𝑥 + 𝑔 = 𝐴  , 𝑎 + 𝑑 + 𝑒 = 𝐵 

となり、術文の解釈は次のようになります。 

    {4𝑔𝑥 − (𝐵𝑔 × 1 + 𝑥2 × 1)}2  × 𝑓2 = 𝑄 

    𝐵𝑔2 × 1 ,  𝑥2𝑔 × 1 , 𝑥𝑔2 × 1 ,     

    {(𝐵𝑔2 + 𝑥2𝑔 + 𝑥𝑔2) − 2𝑥3}2 = 𝑃 

ここで、𝑃 = 𝑄とすると、𝑥 の 6 次方程式が得られ、 

これを解いて股を得る。 

只云の数 = 若干 = 𝐴、又云の数 = 若干 = 𝐵とし、 

直角の頂点から弦に垂線を引いた交点で弦を分割し 

た長い方を長弦を𝑔、中鈎を𝑓、求める股を𝑥 とします。 

 𝐴 − 𝑥 = 𝑔 ,    𝑥2 − 𝑔2 = 𝑓2(中股冪とあるが中勾冪) 

長弦ｇ

股ｘ

弦ｃ

円径ｄ

ｅ

鈎ａ
 中鈎ｆ 方面ｅ

（
注
）
傍
線
は
筆
者
。「
中
股
」
は
「
中
勾
」、「
内
併
減
」
は
「
内
減
併
」
が
正
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

『研幾算法』の遺題解法 16 問目 
（東北大ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸｼｮﾝより） 

 

編
集
後
記 

二
宮
神
社
の
算
額
の
二
問
目
と
同
等
問
題
が
、
関
孝
和
の
高
弟
建
部
賢
弘
に
よ
っ
て
解
か
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
、
少
々
驚
き
ま
し
た
。
今
ま
で
に
判
明
し
た
こ
と
を
小
冊
子
に
し
て
い
ま
す
。 

 


